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前号でお知らせしている事ではありますが、本年度より「しらかば子どもの家便り」と後援会たより「あした

ば」は、ひとつとなり、新たに「あしたば」となりました。 

新規発行の第 1号より２か月が経ち、季節も夏から秋へと移り変わってきました。今年の夏も猛暑が続き、う

だる暑さに、大人は目まいがしそうな中、子どもたちには、待ちに待った「夏休み」。一日も無駄にせず満喫す

るため、連日暑さに負けず遊びまわっています。今号では、夏のイベントを中心に４月からこれまでの子どもた

ちの成長の様子をお届けするとともに、１０月にせまった「あしたば祭」のお知らせも記載しております。 

 

 

あ～夏休み 
長～い夏休みが終わりました。その夏休みは長瀬町内の夏祭り、三浦労協さん

のフェリーで花火大会観賞、横須賀中央ライオンズクラブさんの猿島でのデイキ

ャンプ、ぬーばプロジェクトでのピザ食べ放題、米軍ボラさんのバーガーランチ

等々の招待や施設の一泊旅行だ、プール等があり、子どもたちは毎日のように昨

日はあっち、今日はこっち、明日はどこそこと大いに忙しく楽しみました。そし

てもうすぐ夏休みが終わるよ～といったところで宿題が終わっていない。それ絵

日記だ、読書感想文だ、ドリルだ～、なんやかんだだ～。 

今ようやく子どもたちはそれぞれ幼稚園や学校等に通いだし、職員はちょっと

一息入れられるようになりました。当園に限らず、一般のご家庭でも同じでしょ

うが各種児童施設は、毎年長い休みをどう乗り切るかを、四苦八苦しながら対応しておりますが、ま～皆それぞ

れ楽しめれば良いか。受験生以外は。 

しらかば子どもの家 施設長 佐藤 健 

 

 

 

 

 

今年も皆様への日頃の感謝を込めまして、あしたば祭を開催したしますので、ご案内致します。 

日時：10月 12日（日）10時半～13時半 

場所：しらかばベビーホーム・子どもの家駐車場 

練習の様子です♪ 

・頑張って練習するので絶対見に来て下さい。楽しみにしててね♪（小 4女児） 

・今年のあしたば祭が盛り上がるように一生懸命頑張ります！（小 5女児） 

・いつもお世話になっている方々へ感謝の気持ちを込めて、と共に情熱を注ぎ、 

当日まで精一杯練習に取り組んでいきたいです。ぜひ見に来て下さい！ 

（中2女児） 

あしたば祭りも今年で、3 回目。ここで生活をして 4 年目を迎える子ども。ま

だ 1 カ月しか経っていない子。それぞれの子ども達の成長を皆様に見てもらう場、またお世話になっている多く

の方への感謝を表す場、あしたば祭は、子どもだけでなく、「しらかば」という場所に関わる大人たちにとって

も大切な場であります。 

この大切な時間をより多くの方と共有できたなら、これほど嬉しい事はありません。当日は、お忙しい方もい

らっしゃるとは思いますが、ぜひ足を運んでいただけたら幸いです。 
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子どもが描いた 

タイトルです 
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4 月 
桜も満開の時期を少し過ぎ、暖かい春の日差しに包まれた 4月 5日。 

今年は、9 人の子どもたちが小学校・中学校・高等学校へ入学しました。小学 1 年生が 5 人。中学 1 年生が

2人。高校 1年生が 2人です。 

新しい学校で学業や部活動、高校生はアルバイトなど、それぞれのステージで楽しく充実した日々を送ってほ

しいです。 

後援会は、小学生に図書カード・名入り鉛筆 1ダース、中学生に名入りシャープペンシル、高等学校生に名入

りシャープペンシル・ボールペンセットを贈って、お祝いをしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、当日は、地元の回転寿司店の「にぎり一丁」さんのご厚意により、職人さんの握りたてのお寿司をその

場で味わうことができるという特別な時間を提供していただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

とってもおいしいお寿司でした！にぎり一丁さんありがとうございました」 
しらかば子どもの家 児童・職員一同より 

 

5 月 
ＧＷはソレイユの丘へピクニック。 

夏を先取りしたような日差しの中でピザ作り体験、アイ

スクリーム作り体験。動物たちともふれあえて、楽しかっ

たね～♪ 

 

 

 

新しいクラスにも慣れてきた。 

いざ、小学校運動会開幕！！ 
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しらかばの夏休み 
 

しらかば子どもの家の夏休みも今年で 4回目を迎えました。毎年、幼児、小学生、中高生とグループに分かれ、

旅行に出かけています。今年はさらに中高生を男女で分けたので、それぞれの子ども達からの要望も聞きやすく

なりました。幼児は、横浜の恐竜展とアンパンマンミュージアム。小学生は三浦まほろばマインズ。中高生女子

は鬼怒川温泉。中高生男子は水上温泉へ。 

また、毎年このような旅行に行くことができるのも、後援会の皆様をはじめとした、しらかば子どもの家を影

ながら支えてくださっている多くの人のお力添えがあればこそであり、夏の旅行以外でも、数々の招待行事など

の手配も含めまして、広報誌の紙面上ではありますが、厚く御礼申し上げます。 

 

 

フェリーDE 花火  三浦半島地域労働者福祉連合会様  平成 26年 8月 2日 

 

夕日に映える房総半島を右手に見て、左手、三浦半島の燈明台、防衛大学

校のそびえる小原台、走水・馬堀・大津海岸を航行したフェリーボートは猿

島沖で停泊しました。 

船上で、豪華ディナー（お弁当とペットボトル入りお茶）を食しながら、

横須賀海国際の 5,000 発花火を楽しみました。 

 

 

 

 

 

 

猿島のバーベキュー  横須賀中央ライオンズクラブ様  平成 26年 8月 7日 

 

 

バーベキュー、海水浴、夏の楽しみを満喫。 

真夏の日差しで、こんがり日焼け。素敵な思い出になりました。横須

賀の近代史にも触れ、貴重な体験ができた一日。 

 

 

 

ぬーばプロジェクト  ぬーぱプロジェクトの皆様  平成 26年 8月 9日  

 

焼き立てのピザをお腹いっぱい食べて、子ど

も達は大満足でした！ぬーばプロジェクトの

方々もびっくりするほど平らげました（笑） 
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高島
たかしま

 美紀
み き

（子どもの家事務） 

7 月より子どもの家の事務

を担当させていただくことに

なりました。 

努力を忘れず頑張っていき

たいと思いますので、どうぞよ

ろしくお願い致します。 

また、子どもたちの成長も影

ながら見守っていけたらと思

います。 

 

筒井
つ つ い

 陽子
よ う こ

（子どもの家事務補助） 

４月に入社しました、筒井

陽子です。毎日子ども達のキ

ラキラ輝く明るい笑顔に元

気をもらっています。子ども

達の笑顔と笑い声をパワー

の源に色々な面からお仕事

のお手伝いをしていきたい

と思います。子ども達の成長

に負けないように私自身成長していきたいです。よろ

しくお願いします。 

 

黒澤
くろさわ

 愛
まな

美
み

（子どもの家看護師） 

9 月 1 日より、しらかば子

どもの家の医務として入職致

しました。 

昨年、12月まで総合病院に

て勤務しておりました。業務

内容は以前と異なりますが、

子ども達の病める時の支えと

なれるよう頑張ります。 

また、施設理念「みんないっしょの保育」に込めら

れた意味の理解を勤務して行く中で深めて行けたら

と思います。至らぬ点も多々あり、ご迷惑おかけ致し

ますが、ご指導よろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

酒井
さ か い

 裕子
ゆ う こ

（ベビーホーム保育士） 

5 月よりベビーホームでお世

話になっています。 

「今、何をして欲しいのか?」

「今、どんなことを考え、何を

感じているのか?」など、子ど

もたち、ひとりひとりの小さな

表情の変化を見逃さず、気持ち

を汲みとりながら思いやりの

心で、接していきたいと思います。 

また、人間形成、人格形成に最も重要な時期に豊か

な心で子どもたちの気持ちを受けとめ、たくさんの愛

情を与えていくことが、できるように頑張っていきた

いです。 

 

福本
ふくもと

 恵
え

利
り

（ベビーホーム保育士） 

子どもたちの笑顔と元気な

姿にたくさんのパワーをもら

い、私自身の「元気の源」とな

っています。 

一人ひとりの成長を見守り

ながら、また、一緒に色々な体

験を楽しみ、子どもたちが安心

して過ごしていけるよう、日々

の関わりを大切にしていきたいと思います。 

 

栗原
くりはら

 由
ゆ

香里
か り

（ベビーホーム看護師） 

 

今まで病院勤務が長く、児童

養護施設の仕事が初めてです

が、ひとり一人の子どもたちの

発達を見守り、健康管理し、安

心してすごせるよう、がんばっ

ていきたいと思います。 

 

 

 

拙い文章、何よりも日本語力の無さ、不慣れなパソコン操作。数えればきりがない

ほどにお見苦しい点の多い広報誌ではございますが、無事に 2 号が発行できたことに

胸をなでおろしております。 

担当者一同、頑張っております。このように、子どもとともに職員も人として日々

成長していかなければならないことを、実感している所存でございます。 

今後とも、「しらかばベビーホーム」「しらかば子どもの家」をよろしくお願いいた

します。 

相田・寺尾 




